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随意契約理由書 
 
 
 

１．業務名 鶴田ダム流入量予測システム更新 
 

２．施工場所 鹿児島県薩摩郡さつま町神子３９８８－２ 
 

３．契約の相手方 住 所：福岡市中央区大名２－４－１２ 
会社名：（株）建設技術研究所 九州支社 
電 話：(０９２)７１４－２２１１ 

 
４．随意契約適用法令 会計法第２９条の３第４項及び 

予算決算及び会計令第１０２条の４第３号 
 

５．当該業務の目的・内容及び随意契約に付する理由 
 

１）当該業務の目的 
本業務は、九州地方整備局鶴田ダム管理所が管理する流入量予測システムサーバー

装置の不具合が発生しておりダム管理に支障となるため、緊急に流入量予測システム
サーバー装置の更新を行うものである。 

 
２）業務の内容 

・流入量予測システムサーバー装置更新     １式 
 

３）随意契約に付する理由 
  本業務の遂行においては、当該システムの機能、仕様を熟知し、業務契約の受注者（以下
「受注者等」という。）が独自に管理保有している技術（以下「ノウハウ」という。）が必要
である。 
 （株）建設技術研究所は､当該システムのノウハウを有しシステムを熟知しており、本業務の
遂行が可能と判断できる。 

 
以上のことから、（株）建設技術研究所が本業務を遂行するうえで最も適した契約相手と判

断されることから、会計法第２９条の３第４項及び予算決算及び会計令１０２条の４第３号に
より随意契約を締結するものである。  
 

 
 
 
 

（随意契約理由書作成者） 
専門官 
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